
まちのできごとを紹介します。

地
域
で
防
災
に
備
え
る

新
阪
手
防
災
ワ
ー
ク
リ
レ
ー

13
10/

　青垣生涯学習センターで小島よしおさん
のトークショーが開催されました。質問
コーナーやネタの披露もあり、会場は笑い
と熱気で包まれました。参加者の一人は、
「久しぶりにあんなに笑った。どんな質問
にもちゃんと向き合って答えておられる姿
に感動した」と話していました。

「
君
の
夢
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

小
島
よ
し
お
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

12
10/

　新阪手で自治会員を対象とした防災ワー
クリレーが行われました。災害発生時の避
難に焦点をあて、水消火器やロープワーク、
応急手当、応急担架作成などの様々な体験
が行われました。参加された人たちは和気
あいあいと楽しく防災についての知識を深
めました。

文
化
祭
芸
術
の
秋
を
楽
し
む

2 ～
11/

　青垣生涯学習センターで田原本町文化祭
が開催されました。作品展示や芸能発表会、
吹奏楽の演奏、お茶席などが行われ、訪れ
た多くの人が楽しみました。
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　「第 22回�全国中学生都道府県対抗野球
大会�in�伊豆」への出場を報告するため、
有馬凜人さん（田中3年／大和クラブ所属）
が高江町長を表敬訪問されました。
　大会へ臨む有馬さんに、高江町長から激
励の言葉がかけられました。

有
馬
凜
人
さ
ん
表
敬
訪
問

全
国
大
会
へ
臨
む

31
10/

　秋晴れの下、たわらもと十六市がイベン
ト広場、浄照寺、本誓寺周辺で開催されま
した。模擬店の他に、紙芝居やミニ新幹線
（ドクターイエロー）の乗車、和太鼓演奏な
ど、さまざまな催し物が行われ、多くの人
で賑わいました。

た
わ
ら
も
と
十
六
市

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

20
10/

広報たわらもと12月号-牡丹.indd   20広報たわらもと12月号-牡丹.indd   20 2024/11/20   14:22:002024/11/20   14:22:00



21 広報たわらもと　2024.12広報たわらもと　2024.12

　最新の町行政情報をお届け

町政トピックス

　11 月 2 日、青垣生涯学習セ
ンター弥生の里ホールで「田原
本町表彰式」が行われました。
　この表彰は、町の発展と振興
に貢献した人々の功績をたたえ
るもので、今年は、5人と 1団
体が表彰を受けられました。
　町長から表彰状が授与され、
植田昌孝町議会議長から祝辞が
贈られました。

表彰された人の紹介

竹村佳也さん 産業の振興発展に貢献
田中久美子さん その他特に表彰することが適当と認める者
大橋明子さん 社会福祉の向上に貢献
唐古・鍵遺跡の保存と活
用を支援する会 教育、文化、学術の向上に貢献

木下慎太郎さん 消防に貢献
福井裕さん 消防に貢献

田原本町表彰式

　明治安田生命保険相互会社
から本町に寄附金をいただい
たことに対し、高江町長から
感謝状を贈呈しました。

明治安田生命保険相互会社へ
感謝状を贈呈

　地域福祉活動に尽力されて
いる功労者へ対する表彰式な
どが行われました。

磯城郡社会福祉大会を開催

Vol.09

町 長
メ ッ セ ー ジ

高江�啓史�高江�啓史�
田原本町長田原本町長

町長活動記録

　令和6年も年の瀬、皆さんにとってど
のような１年でしたか。町長に就任して
10ヵ月、私は皆さんとの「対話」と「実行」
を旨として行政を運営してまいりました。
　20 回超の町政報告会や学校での子ど
もたちとの対話など、特定の大きな声で
はなく多様な声をできる限り拝聴し、教
育や福祉の体制強化を中核とする「こど
もまるごとプロジェクト」や、「未来を
拓く行革」などの新たな取組を実行して
まいりました。また、西代の皆さんのお
力添えにより、貯留機能保全区域の指定
という全国初の水害対策を進めることも
できました。
　「対話」に関連しては、先般、町議会
との共催により女性議会（詳細は本紙 4・
5ページ）を開き、一時預かり事業の利
便性向上を求める政策的な意見や、広報
紙裏表紙の子ども掲載数を増やすべきと
いったささやかな幸せを願う意見（本号

から増やしました）など、多くの意見を
拝聴しました。改めて、多様なバックグ
ラウンドを持つ方々が政治の場に参画い
ただくこと、そして政治の場が様々な民
意を表明いただく場となることの重要性
を感じたところです。

「人口増」ではなく「幸せ」
　年間出生数が初めて 70万人を割る公
算大との報道がなされました。私が生ま
れた平成元年は同 125 万人であり、こ
の 30年余りで半減となる見込みです。
申し上げるまでもなく、本町としても、
当面は人口が確実に減るという前提の下
に、学校を含む公共施設の再編をはじめ
とする「投資の選択と集中」をしていか
なければなりません。それが、今を生き
る我々田原本町民に課された責務であり、
人口増減に一喜一憂することなく、これ
からも皆さんの「幸せ」を大切にしたま
ちづくりをしっかりと進めてまいります。

１年を振り返って
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